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１
は
じ
め
に
ｌ
雇
用
社
会
の
オ
キ
ナ
７
モ
デ
ル
と
は
？

１
１
１
．
雇
用
・
失
業
統
計
か
ら
の
ス
ケ
ッ
チ

１
１
２
，
オ
キ
ナ
ワ
型
雇
用
社
会
の
特
徴

１
１
３
．
検
討
の
目
的
・
対
象
・
視
角

２
．
若
年
者
の
求
職
活
動

２
１
１
．
新
卒
者
の
就
職
活
動
・
就
職
状
況

２
１
２
．
卒
業
後
・
就
職
後
の
状
況
（
以
上
、
本
号
）

２
１
３
．
若
干
の
検
討

３
．
雇
用
対
策
の
課
題

３
１
１
．
若
年
者
雇
用
対
策
の
動
向

３
１
２
．
沖
縄
県
の
取
り
組
み

３
１
３
．
若
干
の
検
討

４
お
わ
り
に
ｌ
オ
キ
ナ
７
モ
デ
ル
に
未
来
は
あ
る
か
？

沖
縄
県
に
お
け
る
若
年
者
の
求
職
活
動
と
雇
用
対
策
の
課
題
Ⅲ

矢
野
昌
浩
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Ａ
，
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
・
中
小
企
業
主
体
の
産
業
構
造

県
内
求
人
の
六
割
は
、
従
業
員
三
○
名
未
満
の
企
業
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
県
内
就
業
者
の
六
割
以
上
が
従
業
員
三
○
名
未
満
の
企

（
６
）

業
で
働
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
五
人
に
一
人
が
従
業
員
五
名
未
満
の
企
業
で
就
業
し
て
い
る
。
同
様
に
、
県
内
求
人
の
約
半
数
は
サ
ー

ビ
ス
業
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
就
業
者
が
も
っ
と
も
多
い
業
種
も
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、
三
人
に
一
人
が
従
事
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス

業
就
業
者
の
比
率
は
全
国
第
一
位
で
あ
る
。
就
業
者
の
四
人
に
三
人
は
第
一
一
一
次
産
業
に
従
事
し
、
二
人
に
一
人
が
サ
ー
ビ
ス
業
か
飲
食

（
７
）

店
・
卸
売
・
小
売
業
で
働
い
て
い
る
。
製
造
業
就
業
者
は
一
五
人
に
一
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
林
業
就
業
者
と
同
じ
割
合
で
あ
り
、
全

（
８
）

国
平
均
の
五
人
に
一
人
に
比
べ
て
著
し
く
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
シ
」
と
か
ら
、
沖
縄
県
の
産
業
構
造
は
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
・
中
小
企
業
主

１
１
１
．
｜
雇
用
・
失
業
統
計
か
ら
の
ス
ケ
ッ
チ

（
１
）

雇
用
・
失
業
に
関
す
る
統
計
を
も
と
に
、
沖
縄
県
の
姿
を
簡
単
に
ス
ケ
ッ
チ
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
失
業
率
の
高
さ
は
全
国
第

（
①
』
）

（
３
）

一
位
で
あ
る
。
復
帰
後
か
ら
全
国
平
均
の
約
一
一
倍
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
る
。
失
業
者
の
半
分
が
一
二
○
歳
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
就

（
４
）

（
５
）

業
率
の
低
さ
も
全
国
第
一
位
で
あ
る
。
有
効
求
人
倍
率
の
低
さ
も
全
国
第
一
位
で
、
全
国
平
均
の
約
半
分
で
あ
る
。

雇
用
・
失
業
に
関
す
る
統
計
か
ら
す
る
と
、
沖
縄
県
は
い
わ
ば
「
極
値
県
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
数
字
が
集
計

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
社
会
の
特
徴
を
、
つ
ぎ
に
整
理
し
て
み
た
い
。

１
１
２
．
オ
キ
ナ
ワ
型
雇
用
社
会
の
特
徴

１
１
２
１
１
．
整
理

１
は
じ
め
に
Ｉ
雇
用
社
会
の
オ
キ
ナ
ワ
・
モ
デ
ル
と
は
？
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体
（
さ
ら
に
は
零
細
企
業
主
体
）
で
あ
る
と
い
え
る
。

Ｂ
・
雇
用
の
流
動
性
を
前
提
に
し
た
人
事
慣
行
・
職
業
意
識

旧
労
働
省
が
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
県
内
企
業
は
、
職
種
別
に
不
足
す
る
人
材
を
即
戦
力
重
視
で
中
途
採
用
す
る
傾
向
が
強
い
。

こ
の
裏
返
し
と
し
て
、
新
卒
者
の
定
期
採
用
と
計
画
的
な
養
成
と
い
う
人
事
慣
行
が
弱
い
。
県
内
企
業
に
よ
る
新
卒
者
の
採
用
時
期
が

業主体の産業構造と密接な関係があると解される。（９）
は
っ
き
り
し
な
い
、
卒
業
後
に
就
職
が
決
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
と
も
に
、
労
働
者
の
ほ
う
も
、
会
社
に
就
職
す
る
と
い
う
よ
り
は
職
種
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
資
格
取
得
に
関
心
が
向

く
Ⅶ
｝

（
Ⅱ
）

か
う
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
沖
縄
県
に
お
け
る
開
業
率
・
廃
業
率
の
高
さ
は
と
も
に
全
国
第
一
位
で
あ
る
。
県
内
男
性
労
働

（
肥
）

者
の
平
均
勤
続
年
数
も
全
国
平
均
に
比
べ
て
顕
著
に
短
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
県
内
労
働
者
の
多
く
の
部
分
は
、
事
業
の
開
廃
に

と
も
な
う
場
合
も
含
め
た
転
職
、
あ
る
い
は
自
身
に
よ
る
独
立
開
業
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
職
種
・
資
格
を
中
心
に
し
て
職
業
生
活
の

設
計
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
の
職
業
意
識
・
企
業
の
人
事
慣
行
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
・
中
小
企

さ
ら
に
、
県
内
企
業
に
よ
る
労
働
需
要
は
伝
統
的
に
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
県
内
の
給
与
水
準
が
全
国
平
均
の
約
六
割
で

（
凪
）

あ
る
こ
と
と
な
ら
ん
で
、
と
り
わ
け
高
校
新
卒
者
の
県
外
就
職
率
を
引
き
上
げ
る
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
県
外
市
場
依
存
型
の
労
働
需

要
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
他
方
で
、
県
外
就
職
者
の
多
数
が
、
数
年
で
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
に
な
る
の
も
持
続
的
な
傾
向
で
あ
る

（
後
述
「
２
１
２
１
２
］
参
照
）
。

日
本
的
雇
用
慣
行
は
、
｜
つ
の
企
業
に
お
け
る
長
期
的
な
雇
用
保
障
の
も
と
で
、
様
々
な
職
種
を
経
験
し
な
が
ら
技
能
形
成
を
行
う

こ
と
を
前
提
に
す
る
。
沖
縄
県
に
は
こ
れ
と
は
異
質
な
雇
用
慣
行
が
こ
の
よ
う
に
存
在
す
る
。
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以
上
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
・
中
小
企
業
主
体
の
産
業
構
造
、
雇
用
の
流
動
性
を
前
提
に
し
た
人
事
慣
行
・
職
業
意
識
、
極
端

な
二
層
構
造
と
な
っ
て
い
る
労
働
市
場
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
雇
用
を
中
心
と
し
た
社
会
の
仕
組
み
を
、
「
雇
用
社
会
の
オ
キ
ナ

ワ
・
モ
デ
ル
」
あ
る
い
は
「
オ
キ
ナ
ワ
型
雇
用
社
会
」
と
こ
こ
で
は
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

沖
縄
県
の
雇
用
社
会
の
実
態
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
公
共
部
門
依
存
型
の
労
働
需
要
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
全

就
業
者
に
占
め
る
公
務
員
の
割
合
は
、
全
国
の
約
三
倍
で
あ
る
。
こ
れ
は
離
島
が
多
い
た
め
に
公
的
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
数
も
多
い
こ
と

が
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
的
投
資
が
県
内
総
支
出
に
占
め
る
割
合
は
約
六
分
の
一
で
、
全
国
平
均
の
倍
で
あ
る
。
こ
れ
が
公

共
投
資
を
通
じ
て
建
設
業
に
お
け
る
労
働
需
要
を
創
出
し
て
い
る
。
二
○
○
○
年
の
建
設
業
就
業
者
比
率
は
、
全
国
が
一
○
・
一
％
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
沖
縄
県
は
一
三
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
公
共
部
門
は
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
多
く
の
雇
用
機
会

他
方
で
、
沖
縄
県
に
お
い
て
も
、
官
公
庁
を
中
心
に
日
本
的
雇
用
慣
行
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
沖
縄
県
の
給
与
水
準
は
前
述
の
よ
う

に
全
国
平
均
の
約
六
割
で
あ
る
．
こ
の
こ
と
は
公
務
員
と
民
間
企
業
労
働
者
の
労
働
条
件
格
差
が
著
し
い
こ
と
を
示
す
。
ど
の
よ
う
な

労
働
市
場
に
も
、
大
企
業
を
中
心
と
す
る
労
働
市
場
と
中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
労
働
市
場
の
二
層
構
造
が
あ
る
。
し
か
し
、
沖
縄
県

に
お
い
て
は
こ
れ
が
極
端
な
階
層
構
造
と
な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
官
公
庁
を
中
心
と
す
る
労
働
市
場
は
極
限
的
で
あ
る
う
え

に
、
大
多
数
の
中
小
企
業
か
ら
な
る
労
働
市
場
と
の
間
の
ミ
ゾ
は
広
く
て
深
い
と
い
え
る
（
後
述
「
２
１
２
１
１
］
参
照
）
。
い
ず

れ
の
労
働
市
場
に
参
入
で
き
る
か
に
よ
っ
て
、
生
涯
所
得
に
大
き
な
格
差
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
職
業
訓
練
・
技
能
形
成
が
雇

用
の
安
定
を
前
提
に
企
業
主
導
・
企
業
負
担
で
行
わ
れ
る
の
か
、
雇
用
の
流
動
性
を
前
提
に
労
働
者
の
自
己
責
任
と
な
る
の
か
の
相
違

が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

１
１
２
２
．
留
保

Ｃ
，
労
働
市
場
の
二
極
構
造
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ミ
ス
マ
ッ
チ
論
は
失
業
の
一
一
分
法
を
前
提
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
失
業
に
は
二
種
類
あ
る
。
｜
つ
は
需
要
不
足
失
業
で
あ
る
。
こ

れ
は
景
気
後
退
期
に
労
働
需
要
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
も
う
一
つ
は
構
造
的
・
摩
擦
的
失
業
で
あ
る
。
労
働
市
場
に
お

け
る
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
が
求
め
る
人
材
と
求
職
者
の
職
業
能
力
・
年
齢
な
ど
の
特
性

１
１
３
．
検
討
の
目
的
・
対
象
・
視
角

本
稿
の
主
た
る
目
的
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
学
校
か
ら
職
場
へ
の
若
年
者
の
移
行
の
現
状
と
、
そ
こ
に
存
在
す
る
問
題
点
を
明
ら
か

（
Ⅳ
｝

に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
検
討
の
対
象
は
高
校
と
大
学
の
新
卒
者
が
中
心
と
な
る
。
検
討
の
視
角
は
ミ
ヘ
ス
マ
ッ
チ
論
と
い
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
労
働
市
場
に
お
け
る
労
働
力
需
給
に
職
業
能
力
・
年
齢
・
労
働
条
件
等
に
関
す
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
こ
と
に
失
業

の
原
因
を
求
め
て
、
こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
こ
と
を
雇
用
対
策
と
し
て
重
視
す
る
見
解
あ
る
い
は
立
場
と
し
て
定
義
す
る
こ
と

こ
れ
と
と
も
に
、
女
性
の
年
齢
別
労
働
力
率
に
み
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
型
カ
ー
ブ
が
、
沖
縄
県
は
顕
著
で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意

｛
臨
｝

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
結
婚
あ
る
い
は
出
産
後
も
女
性
が
就
労
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
一
示
す
。

さ
ら
に
、
県
内
労
働
市
場
の
「
土
着
性
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
と
り
わ
け
中
小
企
業
に
お
け
る
地

（
胸
）

縁
・
血
縁
を
介
し
た
縁
故
採
用
の
多
さ
か
ら
、
労
働
市
場
が
未
成
熟
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
だ
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
種
々
の
点
を
留
保
し
て
、
当
面
の
検
討
に
必
要
な
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
雇
用
の
安
定
を
軸
に
し

た
日
本
的
雇
用
慣
行
と
こ
れ
を
前
提
と
す
る
雇
用
社
会
と
は
異
質
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
「
雇
用
社
会
の
オ
キ
ナ
ワ
・
モ
デ
ル
」

あ
る
い
は
「
オ
キ
ナ
ワ
型
雇
用
社
会
」
と
い
う
類
型
論
を
設
定
し
て
お
き
た
い
。

（
汎
）

堯
二
提
供
し
て
い
る
。

が
で
き
る
。



琉大法学第69号（2003） 136
と
の
不
一
致
が
あ
る
た
め
に
生
じ
る
の
が
、
構
造
的
失
業
で
あ
る
。
摩
擦
的
失
業
は
、
転
職
や
新
た
に
就
職
す
る
際
に
企
業
と
労
働
者

の
も
つ
情
報
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
や
、
労
働
者
が
地
域
間
を
移
動
す
る
際
に
時
間
が
か
か
る
た
め
な
ど
に
よ
り
生
じ
る
。
構
造
的
失

業
と
摩
擦
的
失
業
は
、
両
者
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
両
者
を
あ
わ
せ
て
構
造
的
・
摩
擦
的
失
業
と
い
わ
れ
る

の
が
通
常
で
あ
る
。
ミ
ス
マ
ッ
チ
論
は
、
こ
の
よ
う
な
二
分
法
を
前
提
に
し
て
、
需
要
不
足
失
業
と
し
て
で
は
な
く
、
構
造
的
・
摩
擦

（
肥
）

的
失
業
と
し
て
現
状
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
立
場
を
選
択
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
若
年
者
雇
用
対
策
に
お
け
る
政
府
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
二
○
○
○
年
の
労
働
白
書

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
学
卒
求
人
は
減
少
し
て
い
る
が
、
一
方
で
中
小
規
模
企
業
を
中
心
に
未
充
足
求
人
も
相
当
数
存
在
し
て

い
る
。
…
ま
た
、
求
人
側
の
急
激
な
変
化
に
求
職
側
が
対
応
し
き
れ
ず
、
職
種
間
に
大
き
な
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
発
生
し
て
い
る
面
も
あ
る
。

…
こ
う
し
た
求
人
と
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
り
、
他
の
職
種
で
の
就
職
可
能
性
は
あ
っ
て
も
、
希
望
職
種
で
の
就
職
を
希
望
し
て
無

（
四
）

業
者
と
な
る
層
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
主
張
と
呼
応
し
な
が
ら
、
指
定
校
制
と
学
校
推
薦
制
の
も
と
に
あ
る
高
卒
者

の
就
職
シ
ス
テ
ム
が
、
「
職
業
選
択
の
自
由
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
妥
当
か
」
と
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
「
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
生
み
出
し
て

（
、
）

い
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
て
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
複
数
応
募
・
推
薦
を
可
能
に
す
る
こ
と
な
ど
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
と
り
わ
け
短
期
的
政
策
と
し
て
は
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
論
は
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
の
た
め
の
措
置
を
求
人
行
動
で
は
な
く
求
職
行

動
に
対
し
て
講
じ
る
こ
と
を
実
際
に
は
含
意
す
る
。
求
職
側
の
実
情
に
求
人
側
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
求
人
側
の
変
化
に
求

職
側
を
フ
オ
ロ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
、
産
業
構
造
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
に
政
策
的
眼
目
と
な
り
や
す
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
若
年
者
雇
用
対
策
、
と
り
わ
け
沖
縄
の
若
年
者
雇
用
対
策
と
し
て
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
論
は
有
効
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
手
段
を
媒
介
と
し
た
ら
有
効
と
な
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
も
う

つ
の
課
題
と
な
る
。
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大
学
と
高
校
の
新
卒
者
の
就
職
状
況
を
把
握
す
る
う
え
で
、
「
就
職
率
」
と
「
内
定
率
」
を
区
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
就
職
率
は
、

卒
業
者
全
体
に
お
け
る
就
職
者
の
比
率
を
い
う
。
文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
内
定
率
は
、
就
職
希
望
者
に
お
け
る
就
職
内
定
者
の
比
率
を
い
う
．
厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
で
あ
る
。

各
大
学
が
公
表
し
て
い
る
「
就
職
率
」
は
、
こ
の
用
法
で
い
え
ば
内
定
率
で
あ
る
。
大
学
が
独
自
に
「
就
職
率
」
を
定
義
し
て
い
る

場
合
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
当
初
就
職
希
望
で
あ
っ
た
が
，
就
職
先
が
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
就
職
希
望
で
な
く
な
り
家

事
手
伝
い
と
な
っ
た
者
を
、
計
算
上
の
分
母
か
ら
除
く
場
合
が
あ
る
。
公
務
員
志
望
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
は
、

大
学
作
成
の
統
計
資
料
に
お
い
て
は
「
そ
の
他
」
と
い
う
項
目
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
初
か
ら
進
路
を
は
っ
き
り
と
選
択
し

な
か
っ
た
者
も
、
こ
こ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
「
そ
の
他
」
に
算
入
さ
れ
る
学
生
数
が
増
え
て
き
て
い
る
の
が
、
大
学
に
よ
り
公
表
さ

〈
即
）

れ
る
統
計
数
値
の
近
年
に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
公
表
さ
れ
る
「
就
職
率
」
を
引
き
上
げ
る
効
果
を
も
つ
。
以
下
で
は
、

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
を
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
、
同
調
査
に
お
け
る
就
職
率
の
定
義
を
用
い
る
。

ま
た
、
新
卒
者
の
求
職
行
動
を
把
握
す
る
た
め
に
、
同
調
査
に
お
け
る
「
就
職
者
」
、
「
進
学
者
」
（
高
校
に
つ
い
て
は
「
大
学
等
進

学
者
二
、
「
無
業
者
」
（
一
九
九
九
年
の
調
査
か
ら
は
「
左
記
以
外
の
者
」
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
以
下
、
両
者
を
「
無
業
者
」
と
い
う
。
）

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
注
目
す
る
。
無
業
者
と
は
進
学
も
就
職
も
し
て
い
な
い
新
卒
者
を
指
す
。
新
卒
無
業
者
と
類
似
の
概
念
と
し
て
「
学

卒
未
就
職
者
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
求
職
意
欲
が
あ
る
こ
と
を
定
義
に
含
む
「
失
業
者
」
概
念
の
一
類
型
で
あ
る
。
学
卒
未
就
職
者
概
念

２
１
１
．
新
卒
者
の
就
職
活
動
・
就
職
状
況

２
１
１
－
１
．
概
念
の
整
理

２
．
若
年
者
の
求
職
活
動
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（
醜
）

図
２
は
、
高
校
卒
業
者
の
進
路
を
、
全
国
と
沖
縄
県
に
つ
い
て
時
系
列
に
整
理
し
た
Ｊ
ｂ
の
で
あ
る
。
沖
縄
県
は
就
職
率
・
進
学
率
と

も
に
全
国
平
均
に
比
べ
て
低
い
。
と
り
わ
け
進
学
率
が
低
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
沖

縄
県
に
お
け
る
無
業
率
（
卒
業
者
に
占
め
る
無
業
者
の
比
率
）
の
格
別
な
高
さ
で
あ
る
。
全
国
平
均
の
三
倍
の
比
率
で
あ
る
。

図
３
は
、
大
学
卒
業
者
の
進
路
を
、
全
国
と
沖
縄
県
に
つ
い
て
時
系
列
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
国
・
沖
縄
県
と
も
に
就
職
率

の
低
下
と
無
業
率
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
と
り
わ
け
沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
就
職
率
の
低
さ
が
顕
著
で
あ
り
無
業
率
の
高
さ
が
格
別

で
あ
る
。
無
業
率
の
比
較
的
低
位
だ
っ
た
年
で
も
「
死
亡
・
不
詳
」
の
比
率
が
高
い
（
例
、
一
九
九
四
年
）
。
全
国
平
均
と
の
対
比
か

ら
そ
の
相
当
部
分
が
「
不
詳
」
で
あ
る
と
推
測
可
能
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
無
業
者
に
あ
た
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
こ
数
年
は
沖
縄
県
に

お
け
る
大
学
卒
業
者
の
進
路
の
第
一
位
は
無
業
者
で
あ
り
、
五
人
に
二
人
と
い
う
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
る
。

図
２
と
図
３
に
つ
い
て
、
全
国
と
沖
縄
県
に
関
す
る
統
計
数
値
の
全
体
的
な
傾
向
を
対
比
さ
せ
る
と
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

就
職
と
の
代
替
関
係
に
あ
る
の
は
高
卒
者
に
つ
い
て
は
進
学
で
あ
り
、
大
卒
者
に
つ
い
て
は
無
業
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

図
１
は
、
二
○
○
一

ま
と
め
た
就
職
率
を
、

低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

も
し
な
い
者
の
動
向
を
、
屍

２
１
１
１
２
．
動
向
の
分
析

は
こ
の
よ
う
な
主
観
的
要
素
を
前
提
に
す
る
点
で
、
新
卒
無
業
者
概
念
よ
り
も
範
囲
が
狭
く
な
る
。
学
校
を
卒
業
し
て
も
進
学
も
就
職

も
し
な
い
者
の
動
向
を
、
「
無
業
者
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
依
拠
し
て
把
握
し
て
み
た
い
。

（
鰹
）

一
一
○
○
一
一
年
一
一
一
月
卒
の
大
学
生
の
就
職
率
を
、
都
道
府
県
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
男
女
計
・
男
性
・
女
性
ご
と
に

職
率
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
国
平
均
と
対
比
で
き
る
よ
う
に
図
示
し
て
あ
る
。
沖
縄
県
の
大
卒
者
の
就
職
率
が
並
は
ず
れ
て
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図
４
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
大
学
卒
業
者
と
高
校
卒
業
者
の
県
外
就
職
率
を
、
時
系
列
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
学
卒
業
者
に

は
県
外
出
身
者
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
沖
縄
県
の
大
学
生
の
就
職
行
動
分
析
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
有
意
味
か
疑
問
の
余
地
な
し
と
は
し

な
い
。
こ
の
よ
う
な
留
保
を
つ
け
た
う
え
で
、
全
体
的
に
は
県
外
就
職
率
が
ゆ
っ
く
り
と
低
下
し
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
高
校
生
に
つ
い
て
は
急
速
に
県
内
就
職
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
○
年
前
に
は
県
内
高
校
卒
業
者
の
七
割
近
く
が
、

県
外
に
就
職
し
て
い
た
。
昨
年
は
四
割
弱
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
沖
縄
県
の
高
校
生
の
県
外
就
職
率
は
全
国
的
に
み
れ
ば

ま
だ
高
い
。
各
都
道
府
県
内
の
求
人
数
に
対
す
る
当
該
都
道
府
県
内
高
卒
者
の
就
職
者
数
比
率
は
、
二
○
○
一
年
三
月
卒
に
つ
い
て
は

全
国
平
均
で
七
一
・
六
％
で
あ
る
が
、
沖
縄
県
で
は
一
八
三
・
五
％
で
あ
っ
た
と
い
う
数
字
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
窺
え
る
。

図
５
は
、
大
学
卒
業
者
・
大
卒
進
学
者
・
大
卒
就
職
者
に
お
け
る
女
性
比
率
を
、
全
国
と
沖
縄
県
に
つ
い
て
時
系
列
に
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。
全
国
平
均
で
は
、
卒
業
者
と
就
職
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
比
率
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
沖
縄
県
に
お

い
て
は
、
卒
業
者
の
女
性
比
率
よ
り
も
就
職
者
の
女
性
比
率
が
五
ポ
イ
ン
ト
、
多
い
と
き
は
一
○
ポ
イ
ン
ト
近
く
も
低
い
。
女
性
の
ほ

う
が
男
性
に
比
べ
て
就
職
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
し
か
し
他
方
で
、
進
学
者
の
女
性
比
率
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
の
数
値

は
変
動
が
激
し
い
が
、
｜
般
的
に
は
全
国
平
均
よ
り
も
顕
著
に
高
い
。
沖
縄
県
の
大
卒
女
性
に
つ
い
て
は
、
進
学
と
就
職
と
が
顕
著
な

代
替
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
卒
業
者
の
女
性
比
率
は
当
初
は
沖
縄
県
の
ほ
う
が
低
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
。
大
学
生
の
「
女
性
化
」
が
、
沖
縄
県
に
お
い
て
こ
こ
一
○
数
年
間
に
急
速
に
進
展
し
た
こ
と
を
こ
の
こ
と
は
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
の
大
学
生
・
高
校
生
は
と
も
に
卒
業
時
に
無
業
者
と
な
る
割
合
が
格
別
に
高
い
こ
と
、
高
校
生
に
つ
い
て
は
県

内
就
職
志
向
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
求
職
活
動
は
県
外
求
人
に
な
お
ま
だ
相
当
程
度
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
大
学
生
に
つ
い

て
は
と
り
わ
け
女
性
が
就
職
に
難
を
抱
え
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
つ
ぎ
に
、
就
職
後
あ
る
い
は
卒
業
後
に
お
け
る
沖
縄
県

の
若
年
者
の
動
向
を
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
離
職
行
動
、
Ｕ
タ
ー
ン
と
い
っ
た
雇
用
の
流
動
化
に
か
か
わ
る
現
象
に
限
定
し
て
み
て
お
き
た
い
。
フ
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RＢ

５ｉ

楠
、
訳 冨薗勇

一
口
率 鴬閏爵

￣

５２
－Ｊ

＆
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２
１
２
．
卒
業
後
・
就
職
後
の
状
況

２
－
２
－
１
フ
リ
ー
タ
ー
ー
「
正
規
雇
用
へ
の
移
行
過
程

沖
縄
県
の
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
（
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
ま
た
は
「
パ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
非
正
規
雇
用
に
従
事
す
る
ま
た
は
そ
れ
を

（
川
｝

希
望
す
る
通
学
を
し
て
い
な
い
若
年
者
）
に
関
し
て
は
、
一
九
九
九
年
一
一
月
に
日
本
労
働
研
究
機
構
が
行
っ
た
調
査
が
あ
る
。
一
九

八
九
年
、
一
九
九
三
年
、
一
九
九
六
年
の
一
一
一
月
に
大
学
、
短
大
、
高
校
を
卒
業
し
た
者
で
、
卒
年
の
四
月
一
日
に
就
職
未
定
で
あ
っ
た

四
二
七
名
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
三
つ
の
卒
年
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、
時
間
の
経
緯
に
よ
る
就
業
状
態
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め
で

〈
躯
）

あ
る
。
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
正
規
雇
用
化
の
傾
向
正
規
雇
用
の
割
合
は
、
二
○
代
前
半
で
一
八
・
九
％
、
一
一
○
代
後
半
で
三
七
・
三
％
、
三
○
代
前

半
で
五
三
・
七
％
と
な
る
。
加
齢
に
よ
り
、
無
業
あ
る
い
は
非
正
規
雇
用
か
ら
正
規
雇
用
に
基
本
的
に
は
移
行
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

大
卒
女
性
は
正
規
雇
用
が
減
少
し
非
正
規
雇
用
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
高
卒
女
性
は
非
正
規
雇
用
の
比
率
に
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。

正
規
雇
用
化
す
る
場
合
に
は
転
職
回
数
が
平
均
一
・
九
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
非
正
規
雇
用
に
と
ど
ま
る
場
合
に
は
二
・
三
回
で
あ
る
。

非
正
規
雇
用
の
ま
ま
で
あ
る
ほ
う
が
転
職
を
繰
り
返
す
傾
向
に
あ
る
。

（
２
）
正
規
雇
用
化
の
経
路
大
卒
男
性
は
、
官
公
庁
（
関
連
の
組
織
・
団
体
を
含
む
）
に
お
け
る
非
正
社
員
と
し
て
の
就
業
を

経
て
、
官
公
庁
正
社
員
と
し
て
専
門
職
に
従
事
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
卒
男
性
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
非
正
社
員

と
し
て
の
就
業
を
経
て
、
中
小
企
業
正
社
員
と
し
て
技
能
職
に
従
事
す
る
傾
向
に
あ
る
。
官
公
庁
か
ら
民
間
企
業
へ
、
あ
る
い
は
民
間

リ
ー
ダ
ー
は
正
規
雇
用
へ
の
移
行
過
程
、
離
職
行
動
と
Ｕ
タ
ー
ン
は
正
規
雇
用
か
ら
の
移
行
過
程
と
し
て
、
全
体
的
に
は
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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企
業
か
ら
官
公
庁
へ
と
移
行
す
る
事
例
は
少
な
い
。

（
３
）
正
規
雇
用
化
の
要
因
拘
束
さ
れ
る
日
数
が
正
規
雇
用
と
同
程
度
で
あ
る
の
に
、
年
収
に
大
き
な
差
が
つ
く
こ
と
、
健
康

（
肥
）

保
険
・
年
金
の
拠
出
負
担
と
生
活
費
の
点
で
、
家
族
か
ら
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
こ
と
、
親
が
正
規
雇
用
を
望
ん
で
い
る
こ
と
、
職

業
上
モ
デ
ル
に
な
る
人
あ
る
い
は
同
じ
目
標
を
も
つ
仲
間
が
い
る
こ
と
、
在
学
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
正

規
雇
用
化
を
促
す
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
全
国
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。
調
査
対
象
・
時
期
・
方
法
・
目
的
も
異
な
る
の
で
、
単
純

な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
沖
縄
県
の
フ
リ
ー
タ
ー
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
特
徴
を
推
測
す
る
の
に
役
立
つ
。
二
点
だ
け
指
摘
し
よ
う
。

（
１
）
女
性
の
正
規
雇
用
化
に
お
け
る
困
難
卒
業
直
後
に
無
業
あ
る
い
は
非
正
規
雇
用
で
あ
っ
た
大
卒
男
性
の
六
割
強
、
大
卒

（
節
）

女
性
の
約
五
割
が
、
卒
業
後
四
年
目
で
正
規
雇
用
に
な
っ
て
い
る
と
の
全
国
調
査
が
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
の
沖
縄
県
に
関
す
る
調
査
に
よ

れ
ば
、
非
正
規
雇
用
で
あ
っ
た
大
卒
男
性
の
五
割
弱
、
大
卒
女
性
の
一
一
割
弱
が
、
三
○
歳
以
上
で
正
規
雇
用
と
な
っ
て
い
る
。
単
純
な

比
較
は
で
き
な
い
が
、
沖
縄
県
の
ほ
う
が
、
と
り
わ
け
女
性
に
つ
い
て
は
正
規
雇
用
に
な
る
の
に
困
難
が
み
ら
れ
る
と
い
え
る
。

（
２
）
正
規
雇
用
志
望
の
高
さ
正
規
雇
用
で
は
な
く
非
正
規
雇
用
と
し
て
働
く
理
由
を
、
「
正
社
員
と
し
て
の
仕
事
に
就
く
気（
鉛
｝

が
し
な
か
っ
た
」
と
す
る
者
が
四
割
も
存
在
し
、
「
就
職
口
が
な
か
っ
た
」
と
す
る
者
の
一
一
倍
と
な
っ
て
い
る
と
の
全
国
調
査
が
あ
る
。

沖
縄
県
に
関
す
る
前
掲
調
査
に
よ
れ
ば
、
就
職
先
が
な
い
、
入
社
で
き
る
技
術
や
経
験
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
正
規
雇
用
が
難
し
い

と
い
う
消
極
的
な
理
由
を
挙
げ
る
者
が
五
割
弱
で
あ
る
。
や
り
た
い
こ
と
、
な
り
た
い
職
業
が
あ
る
と
い
う
積
極
的
な
理
由
を
挙
げ
る

者
も
三
割
弱
存
在
す
る
が
、
こ
の
中
身
は
公
務
員
志
望
で
あ
り
、
正
規
一
雇
用
に
つ
け
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
と
実
質
的
に
は
同
じ
で
あ

る
。
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
理
由
と
す
る
者
は
一
割
強
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
正
規
雇
用
志
望
の
非
正
規
雇
用
（
非
自

発
的
な
非
正
規
雇
用
）
が
沖
縄
県
に
は
よ
り
多
い
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
。
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加
え
て
み
た
い
。

臨
時
的
・
季
節
的
雇
用
を
除
く
県
外
就
職
者
の
う
ち
、
三
年
未
満
で
早
期
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
者
の
割
合
は
五
割
か
ら
六
割
に
の
ぼ
る
。

二
○
歳
代
の
者
の
割
合
が
同
様
に
五
割
か
ら
六
割
で
あ
る
。
当
初
か
ら
沖
縄
に
帰
る
予
定
だ
っ
た
者
が
五
割
を
越
え
て
い
る
。
県
外
就

職
を
す
る
理
由
と
し
て
は
、
「
視
野
を
広
げ
る
」
が
三
割
弱
、
「
賃
金
・
労
働
条
件
が
よ
い
」
が
一
一
割
前
後
、
「
県
内
に
適
当
な
仕
事
が

な
い
」
が
二
割
弱
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
高
卒
県
外
就
職
者
の
場
合
に
は
、
初
任
給
の
高
い
地
域
に
多
く
が
集
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
離

職
理
由
は
自
己
都
合
が
八
割
か
ら
九
割
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
も
、
さ
し
た
る
技
能
も
な
い
ま
ま
で
は
、
県
内
の

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
も
と
で
は
失
業
者
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
今
度
は
臨
時
工
・
季
節
工
と
な
る
事
例
も
み
ら
れ
る
。

な
お
、
県
外
就
職
の
八
割
か
ら
九
割
が
臨
時
的
あ
る
い
は
季
節
的
雇
用
で
あ
る
。
出
稼
ぎ
労
働
者
と
し
て
常
用
労
働
者
よ
り
も
割
高

な
賃
金
を
受
け
取
り
、
半
年
働
い
た
後
に
帰
郷
し
て
、
雇
用
保
険
、
貯
金
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
残
り
の
半
年
を
暮
ら
す
こ
と
を

繰
り
返
す
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
分
析
・
整
理
し
た
新
卒
者
・
若
年
者
の
求
職
行
動
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
論
の
観
点
か
ら
若
干
の
検
討
を

２
１
２
１
２
県
内
就
職
者
の
離
職
行
動
県
外
就
職
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ
正
震
用
か
ら
の
移
行
過
程

高
校
新
卒
者
の
離
職
行
動
に
焦
点
を
絞
る
と
、
二
○
○
○
年
三
月
卒
の
県
内
就
職
者
の
う
ち
で
一
年
目
で
離
職
し
た
者
の
比
率
は
、

沖
縄
県
で
三
七
・
八
％
で
あ
る
。
全
国
平
均
で
は
一
一
六
・
一
一
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
○
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

｛
卿
）

は
持
続
的
な
傾
向
で
あ
る
。
な
お
、
一
一
年
目
、
一
二
年
目
に
お
け
る
離
職
率
の
全
国
平
均
と
の
差
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

他
方
で
、
県
外
就
職
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
も
若
年
者
の
顕
著
な
傾
向
で
あ
る
。
と
り
わ
け
高
卒
者
の
県
外
就
職
率
が
伝
統
的
に
高
い
こ
と

〈
”
）

と
対
を
な
す
現
象
と
い
え
る
（
前
述
「
１
１
２
１
．
Ｂ
・
」
参
照
）
。
こ
れ
に
関
し
て
は
多
く
の
実
態
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特

徴
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

グー、

続
、－〆
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（
８
）
一
一
○
○
○
年
に
お
け
る
製
造
業
就
業
者
比
率
は
、
沖
縄
県
五
・
三
％
、
全
国
一
九
・
四
％
で
あ
る
。
沖
縄
県
は
全
国
第
一
位
の
低
率
さ
で
あ
る
。

〆へ

７
、－ジ

（
４
）

（
５
）

（
６
）

’－，

３
、－〆

〆へ

２
、-ン

－，

１
角￣

と
な
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
編
「
平
成
一
四
年
版
・
労
働
経
済
白
書
ｌ
最
近
の
雇
用
失
業
の
勤
向
と
そ
の
背
景
」
（
日
本
労
働
研
究
機
構
・
二
○
○
二
年
）
、

沖
縄
県
企
画
開
発
部
「
平
成
一
一
一
一
年
・
労
働
力
調
査
報
告
」
（
一
一
○
○
｜
一
年
）
、
総
務
省
統
計
局
統
計
セ
ン
タ
ー
「
平
成
一
三
年
事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
」
（
一
一
○
○
｜
一
年
）
、
労
働
省
「
平
成
一
一
年
・
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
（
二
○
○
○
年
）
参
照
。
以
下
の
統
計
数
値
は
と
く
に

こ
と
わ
り
の
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
な
お
、
沖
縄
の
雇
用
・
失
業
問
題
に
関
す
る
最
新
の
文
献
と
し
て
、
沖
縄
県
商
工

労
働
部
雇
用
対
策
課
「
｜
沖
縄
県
職
業
安
定
計
画
」
策
定
調
査
報
告
書
」
（
一
一
○
○
一
一
年
）
が
有
益
で
あ
る
。

一
一
○
○
一
年
、
一
一
○
○
○
年
．
’
九
九
九
年
に
お
け
る
各
失
業
率
は
、
沖
縄
県
で
八
・
四
％
、
九
・
四
％
、
七
・
七
％
、
全
国
で
五
・
○
％
、

四
・
七
％
、
三
・
○
％
で
あ
る
。

な
お
、
二
○
○
○
年
に
お
け
る
若
年
人
口
比
率
（
一
五
－
二
四
歳
人
口
／
一
五
’
六
四
歳
人
口
）
に
つ
い
て
、
全
国
が
一
八
・
五
％
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
沖
縄
県
は
一
二
・
一
％
で
全
国
第
一
位
で
あ
る
。

二
○
○
○
年
に
お
け
る
就
業
率
は
、
沖
縄
県
六
○
・
九
％
、
全
国
六
七
・
四
％
で
あ
る
．

二
○
○
一
年
に
お
け
る
有
効
求
人
倍
率
は
、
沖
縄
県
○
・
二
六
、
全
国
○
・
五
九
で
あ
る
。

二
○
○
一
年
に
お
い
て
従
業
員
三
○
名
未
満
の
企
業
に
就
業
す
る
者
の
比
率
は
、
沖
縄
県
六
三
・
六
％
、
全
国
五
四
・
一
一
％
で
あ
る
。
従
業
員

五
名
未
満
の
企
業
に
就
業
す
る
者
の
比
率
は
、
沖
縄
県
二
○
・
三
％
、
全
国
一
四
・
○
％
と
な
り
、
格
差
が
よ
り
顕
著
と
な
る
。

’
’
○
○
○
年
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
業
就
業
者
比
率
は
、
沖
縄
県
三
一
一
一
・
四
％
、
全
国
一
一
七
・
四
％
で
あ
る
。
二
○
○
｜
年
に
お
け
る
沖
縄
県
の

産
業
別
就
業
者
比
率
は
、
第
三
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
就
業
者
一
一
一
三
・
四
％
、
飲
食
店
・
卸
売
・
小
売
業
二
四
・
四
％
、
電
機
・

ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
・
運
輸
・
通
信
業
六
・
八
％
、
公
務
六
・
六
％
、
金
融
・
保
険
・
不
動
産
業
一
一
一
・
三
％
で
あ
り
、
全
体
で
七
四
・
四
％
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二
○
○
一
年
に
お
け
る
沖
縄
県
の
産
業
別
就
業
者
比
率
は
、
第
二
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
建
設
業
一
一
一
一
・
三
％
、
製
造
業
五
・
九
％
で
あ
り
、

全
体
で
一
九
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
９
）
日
本
労
働
研
究
機
繍
「
鱸
業
者
か
ら
正
社
員
雇
用
へ
の
移
行
過
程
ｌ
平
成
一
一
年
度
沖
縄
擬
輿
開
発
総
合
調
査
」
一
二
○
○
○
年
｝
三
五
一

頁
以
下
（
沖
縄
労
働
経
済
研
究
所
「
沖
縄
県
労
働
力
の
朧
外
移
動
に
闇
す
る
調
査
研
究
報
告
書
ｌ
経
済
的
自
立
に
向
け
て
労
働
市
場
の
役
割

を
探
る
」
二
九
八
八
年
）
の
要
旨
収
録
）
参
照
。

（
皿
）
日
本
労
働
研
究
機
構
・
前
掲
書
注
（
９
）
三
六
八
頁
以
下
（
労
働
省
「
「
沖
縄
県
に
お
け
る
産
業
振
興
を
通
じ
た
雇
用
拡
大
の
た
め
の
人
材
の

育
噸
艤
保
に
関
す
る
調
査
」
結
果
報
告
響
ｌ
平
成
三
竿
度
神
繩
振
興
開
発
総
合
調
査
一
（
一
九
九
一
年
）
の
要
旨
収
録
）
参
照

（
ｕ
）
一
九
九
六
年
度
か
ら
の
新
設
事
業
数
が
一
九
九
九
年
度
の
全
事
業
所
数
に
占
め
る
比
率
は
、
沖
縄
県
一
八
・
○
％
、
全
国
二
一
・
○
％
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
六
年
度
か
ら
一
九
九
九
年
度
ま
で
の
廃
業
事
業
所
が
一
九
九
六
年
度
の
全
事
業
所
に
占
め
る
比
率
は
、
沖
縄
県
二
一
・

五
％
、
全
国
一
六
・
三
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
が
二
○
’
五
九
歳
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
沖
縄
県

が
全
国
で
も
っ
と
も
高
い
。
総
務
省
統
計
局
「
統
計
で
み
る
県
の
す
が
た
・
二
○
○
一
一
」
（
日
本
統
計
協
会
・
一
一
○
○
二
年
）
九
三
頁
参
照
。

（
⑫
）
’
九
九
九
年
に
お
け
る
男
性
労
働
者
の
平
均
勤
続
年
数
は
、
沖
縄
県
一
○
・
五
年
、
全
国
一
三
・
一
一
年
で
あ
る
．
女
性
労
働
者
で
は
そ
れ
ぞ
れ

八
・
五
年
、
八
・
○
年
で
あ
り
、
格
差
は
顕
著
で
は
な
い
。
な
お
、
沖
縄
県
の
転
職
率
・
離
職
率
・
新
規
就
業
率
は
、
と
も
に
全
国
第
一
位
の

高
さ
と
な
っ
て
い
る
。
総
務
省
統
計
局
・
前
掲
書
注
（
ｕ
）
五
三
頁
参
照
。

（
旧
）
沖
縄
県
企
画
開
発
部
統
計
課
「
平
成
一
四
年
度
・
学
校
基
本
調
査
報
告
書
」
（
二
○
○
二
年
）
一
一
○
頁
参
照
、
日
本
労
働
研
究
機
構
・
前
掲
書

注
（
９
）
三
五
一
頁
以
下
参
照
。

（
Ｍ
）
日
本
労
働
研
究
機
織
「
沖
縄
企
業
（
法
人
｝
と
中
核
的
人
材
に
鬮
す
る
調
査
ｌ
沖
縄
艤
興
の
た
め
の
雇
剛
開
発
調
査
（
平
成
一
三
年
度
）
」

（
’
’
○
○
一
一
年
）
四
三
頁
以
下
参
照
。
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（
燭
）
総
理
府
編
「
男
女
共
同
謬
爾
白
書
ｌ
男
女
共
同
参
画
の
褒
状
と
施
策
」
（
大
艤
省
印
刷
局
一
九
九
八
年
｝
二
八
賞
参
照
．
別
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
が
一
一
○
’
五
九
歳
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
沖
縄
県
が
全
国
で
も
っ
と
も
低
い
．
総
務
省
統
計
局
・

前
掲
書
注
（
ｕ
）
九
三
頁
参
照
。
本
人
の
所
属
階
級
、
配
偶
関
係
の
有
無
、
夫
の
所
属
階
級
を
分
類
軸
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
属

す
る
女
性
の
生
活
実
態
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
橋
本
健
二
「
階
級
社
会
日
本
」
（
青
木
書
店
・
二
○
○
一
年
）
一
七
九
頁
以
下
参
照
。
な

お
、
沖
縄
県
に
お
け
る
女
性
・
男
性
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
力
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
低
い
。
二
○
○
一
年
に
お
け
る
女
性
の
労
働
力
は
、
沖
縄
県

四
六
・
一
一
％
、
全
国
四
九
・
二
％
で
あ
る
。
男
性
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
七
二
・
○
％
、
全
国
七
五
・
七
％
で
あ
っ
た
。

（
焔
）
日
本
労
働
研
究
機
構
・
前
掲
書
注
（
９
）
三
八
六
頁
以
下
（
沖
縄
県
地
域
雇
用
開
発
協
議
会
「
沖
縄
県
に
お
け
る
労
働
力
需
給
の
壁
的
、
質
的

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
調
査
一
二
九
九
九
年
）
の
要
旨
収
録
）
参
照
。

（
Ⅳ
）
統
計
資
料
と
調
査
文
献
の
制
約
か
ら
、
高
校
・
大
学
の
中
退
者
に
つ
い
て
は
検
討
対
象
か
ら
除
外
と
す
る
。
中
退
者
に
つ
い
て
は
、
学
卒
者
に

比
べ
て
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
一
般
に
指
繍
さ
れ
て
い
る
．
労
働
省
縞
「
平
成
三
年
度
版
・
労
働
白
護
ｌ
女
子
労
働

者
、
若
年
労
働
者
の
現
状
と
課
題
」
（
日
本
労
働
研
究
機
構
・
’
九
九
一
年
）
一
八
五
頁
以
下
参
照
。

（
旧
）
ミ
ス
マ
ッ
チ
論
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
編
・
前
掲
書
注
（
１
）
’
○
○
頁
以
下
に
詳
し
い
。
ま
た
、
同
編
「
平
成
一
三
年
度
・
労
働
経
済

自
警
ｌ
燗
報
邇
繪
技
術
（
１
丁
）
の
箪
新
と
雇
用
」
（
日
本
労
働
研
究
磯
犠
二
○
○
｜
年
｝
’
八
五
頁
以
下
、
労
働
省
雇
用
政
策
研
究
会

「
労
働
力
祷
給
の
展
望
と
課
題
ｌ
人
々
の
意
欲
と
鱸
力
が
活
か
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」
二
九
九
九
年
〉
参
鵬
。
な
お
実
際
の

失
業
率
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
失
業
の
寄
与
識
合
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
労
働
省
編
「
平
成
一
二
年
版
・
労
繊
白
轡
ｌ
高
齢
社
会
の
下

で
の
若
年
と
中
高
年
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
」
（
日
本
労
働
研
究
機
構
・
二
○
○
○
年
）
三
五
頁
以
下
、
樋
口
美
雄
「
雇
用
と
失
業
の
経
済
学
」

（
日
本
経
済
新
聞
社
・
’
’
○
○
一
年
）
三
二
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
二
分
法
の
限
界
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
は
、
厚

生
労
働
省
編
・
前
掲
書
注
（
１
）
二
○
頁
参
照
。
さ
ら
に
は
、
二
分
法
そ
の
も
の
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
酒
光
一
章
・
樋
口
美
雄
・
駿
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（
羽
）
日
本
労
働
研
究
機
織
・
前
掲
響
注
（
９
）
八
頁
参
照
。

（
鯛
）
図
の
横
軸
に
表
記
さ
れ
た
「
年
」
は
卒
年
を
意
味
す
る
。
年
度
で
は
な
く
暦
年
で
あ
る
。

（
別
）
フ
リ
ー
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
定
瀧
す
る
か
に
つ
い
て
は
．
労
働
省
編
・
前
掲
書
注
（
Ⅳ
）
’
七
七
頁
参
照
。

（
筋
）
日
本
労
働
研
究
機
構
・
前
掲
響
注
（
９
）
九
頁
以
下
参
照
。

（
蝿
）
た
だ
し
、
家
族
と
同
居
し
て
い
る
者
は
調
査
対
象
の
八
六
・
二
％
で
あ
り
、
か
な
り
の
高
率
で
あ
る
。

（
”
）
日
本
労
働
研
究
機
構
「
日
欧
の
大
学
と
職
業
‐
ｌ
上
衛
等
教
育
と
職
業
に
関
す
る
一
二
カ
国
比
較
調
査
結
果
」
（
二
○
○
一
年
）
参
照
。

（
鍋
）
労
働
省
編
・
前
掲
響
注
（
肥
）
一
五
八
頁
以
下
（
リ
ク
ル
ー
ト
リ
サ
ー
チ
「
ア
ル
バ
イ
タ
ー
の
就
労
等
に
関
す
る
調
査
」
三
○
○
○
年
）

ヂヘ〆声、デー、

２２２１２０
－〆、-ジ～〆

〆￣､

１９
－〆

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
「
「
高
卒
者
の
職
業
生
活
の
移
行
に
関
す
る
研
究
」
最
終
報
告
」
（
二
○
○
二
年
三
月
）
参
照
。

大
久
保
幸
夫
編
「
新
卒
無
業
。
」
（
東
洋
経
済
新
報
社
．
一
一
○
○
一
一
年
）
四
頁
以
下
参
照
．

以
下
に
あ
げ
る
各
図
の
デ
１
夕
の
出
所
は
、
文
部
科
学
省
「
学
校
基
本
調
査
」
の
各
該
当
平
版
（
図
１
．
図
３
，
図
５
「
沖
繩
県
企
画
開
発

部
統
計
課
「
平
成
一
四
年
度
・
学
校
埜
本
調
査
報
告
響
」
（
図
２
．
図
４
『
沖
縄
県
商
工
労
働
部
凧
用
対
策
課
・
前
掲
譜
注
（
１
）
（
図
４
）

河
騨
和
夫
丼
方
子
一
鵬
談
会
／
平
成
一
四
年
版
労
働
経
済
白
謬
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
殿
近
の
臓
用
失
業
の
動
向
と
そ
の
背
紫
」
日
本
労
働
研

究
機
構
五
○
六
号
（
一
一
○
○
二
年
）
五
五
頁
以
下
（
樋
口
発
言
）
参
照
。
こ
の
点
は
．
本
稿
の
結
論
を
導
く
一
つ
の
方
向
性
と
な
る
も
の
で
あ

要
旨
収
録
）

き
る
。

労
働
省
編
・
前
掲
響
注
（
蛆
）
一
四
一
頁
。
こ
の
よ
う
な
見
方
の
萌
芽
は
、
労
働
省
編
・
前
掲
書
注
（
Ⅳ
）
’
七
九
頁
以
下
に
み
る
こ
と
が
で

る
。

で
あ
る
．

参
照
。

の
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（
釦
）
沖
縄
労
働
経
済
研
究
所
「
赫
繩
県
労
働
力
の
県
外
移
鰯
に
脚
す
る
調
査
研
究
報
告
鱒
ｌ
経
済
的
凰
立
に
向
け
て
労
働
市
場
の
役
割
を
探
る
」

二
九
八
八
年
）
、
労
働
省
「
「
沖
縄
県
に
お
け
る
若
年
層
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
と
そ
の
条
件
整
備
に
関
す
る
調
査
」
結
果
報
告
書
１
１
平
成
一
一
年

度
沖
縄
振
興
開
発
総
合
調
査
」
（
一
九
九
○
年
）
、
沖
縄
県
商
工
労
働
部
職
業
安
定
課
一
Ｕ
タ
ー
ン
等
実
態
調
査
結
果
」
二
九
九
五
年
）
、
同

（
’
九
九
七
年
）
、
同
（
’
九
九
八
年
）
が
あ
る
。
最
初
の
二
つ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
日
本
労
働
研
究
機
構
・
前
掲
書
注
（
９
）
三
六
一
頁
以

下
に
要
旨
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
三
つ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
沖
繩
県
商
工
労
働
部
雇
用
対
策
課
・
前
掲
書
注
（
１
）
二
五
頁
以
下
に

要
旨
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。


